
「車椅子で生活する方はこんな気持ちなんだ。」
「困っていることは意外なところだった。」
「どうしたらみんなが過ごしやすくなるだろう。」

　車椅子に乗る人、介助する人、目の不自由な人、その
周りでサポートする人などの体験を通し、それぞれの立
場で感じることが多くあったようです。

　また、体験中でも自然と「お先にどうぞ」と道を譲って
あげたり、「あと２〜３ｍで階段だよ。」と声をかけてあげ
たりと、優しい気遣いがたくさん見えて、心が温かくなる
時間でした。
　みんなが過ごしやすい社会にするためにはどうしたら
良いか、これからさらに課題意識をもってみんなで考え
ていきます。
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